
様式第２号（第３条、第７条及び第８条関係） 

 

事 業 実 績 書 

 

                               令和６年３月１４日 

                      団体名   吉美地区まちづくり協議会   

 

事 業 の 目 的 

吉美地区自治会連合会では、吉美地区まちづくり協議会プロジェクトチーム（いきいき交流

部会）が中心となり、毎月「ほっと朝市」を開催し地域住民が定例的に集まり交流できる場

を創出している。その拡大版として、年 1回「ほっとマルシェ」を行うことで、さらに多く

の綾部市民に集まっていただき大きな賑わいの場を作る。また、その後につながっていく新

たな出会いを創出する。 

事 業 の 名 称 
吉美のほっとマルシェ 

事 業 費 

（市補助金）  

   １２２，２１０円 

（   ５０，０００円） 

補助金の使途  
出店材料費、警備費用、広報費（チラシ印刷費）、会場使用料等 

事業の実施期日 令和６年２月１８日（日）午前１０時から午後３時 

事業の実施場所 吉美公民館（綾部市農業振興センター） 

事 業 の 概 要 

・まちづくり協議会いきいき交流部会による出店 

チョコレートファウンテン、豚汁、飲物、焼き芋 

・まちづくり協議会いきいき交流部会等による子ども対象「ものづく

りワークショップ」 

・吉美地区内住民（定例朝市出店者）による出店販売 

吉美こども園はじめ１５店舗 

・休憩スペースによる憩いの場の提供 

 

補助金の効果（成果） 

当日は天候にも恵まれ、約２５０人の来場者があった。あやべ市民新聞等による広報効果で、

吉美地区以外からの来場者も多く、いろいろな交流の場を創出できた。太鼓演奏等の「出し

物」を行なわなかったため滞在時間が短い傾向にあったが、ものづくりワークショップや休

憩スペースでの出会い・会話でコロナ禍以来の交流を楽しまれる姿が多くみられた。このよ

うな草の根の交流が、万が一の災害発生時の人の結びつきにも繋がり、個々の豊かな人生に

つながっていくように思う。 

 

http://reiki.city.ayabe.kyoto.jp/reiki/reiki_word/50240002041907061.doc


様式第４号（第３条、第７条及び第８条関係） 

 

収支予算書（計算書） 

 

                            令和６年３月１４日 

                      団体名 吉美地区まちづくり協議会  

（単位：円） 

収

入

の

部 

区   分 予 算 額 収入済額 明    細 

 

市補助金 

 

吉美地区自治会連合

会 

 

出店収入 

 

 

５０，０００ 

 

７，１１０ 

 

 

６５，１００ 

 

 

 

５０，０００ 

 

７，１１０ 

 

 

６５，１００ 

 

合      計 １２２，２１０ １２２，２１０  

支

出

の

部 

区   分 予 算 額 支出済額 明    細 

機器レンタル費用 

 

 

 

警備費用 

 

広報費 

 

会場使用料 

 

 

イベント保険料 

 

消耗品費 

５７，９８０ 

 

 

 

３８，０００ 

 

８，２２０ 

 

１２，９００ 

 

 

５，１１０ 

 

    ０ 

５７，９８０ 

 

 

 

３８，０００ 

 

８，２２０ 

 

１２，９００ 

 

 

５，１１０ 

 

０ 

チョコレートファウン

テン機器レンタル費用 

（補助対象は３６，０８

０円） 

２人×１日 

 

チラシ印刷 1200枚、会

場マップコピー代 

農業振興センター 

 

 

東京海上日動火災保険 

 

合      計 １２２，２１０ １２２，２１０ （対象：１００，３１０） 

差       引 ０      ０  

 


